


　クリスマスおめでとうございます！ 今年は大変な年でした。災害によって悲しみやご

苦労の中にある皆さまに衷心よりお見舞い申し上げます。

　友人であり、愛実の会の最初からの支援者であった渡部實さんが天に還っていきまし

た。彼は障がい者の施設に勤めていました。そこは一人ひとりの賜物を生かした仕事や

生活の場を考える先駆的な施設でした。そこで熱心に仲間の人と向き合い、仕事を開拓

しながら、渡部さんが考えたのは「自立と言いながら、結局は自分のやり方を押し付け

ているのではないか」ということでした。なぜなら本人のためだと思ってしても、本人

は心から喜んでいる笑顔ではない。渡部さんは施設を辞めてパートナーの幸子さんと息

子の重実さんと仲間の百鳥さんと「ちいむれ牧場」を始めました。そこで小さな動物や

鶏を飼い、聖句の刻まれたお煎餅を焼き、石焼パンを焼きました。彼の残した本の中に

「山羊のフランチーズ」（フランスのチーズという由来）の話があります。重実さんが

フランスで実習した時に、山羊の乳からチーズを作っているのを見て、ちいむれ牧場で

もチーズを作ろうと考えて山羊が飼われました。しかしフランチーズは種つけをしなか

ったので、お産もしない、乳も出ない役に立たない山羊でした。この山羊が病気で死臭

も漂うようになった時、渡部さんは貧しいちいむれ牧場の全財産（2万円)を叩いて医者

に見てもらいました。何て愚かなことをと思った人もいたことでしょう。イースターの

朝に奇跡的に助かったフランチーズは、その後ある役目を果たしました。ちいむれ牧場

に来る子どもたちはよく山羊や兎、鶏、あひるに触れて遊んだようです。そういう一人

に引っ込み思案な少年がいました。彼は自宅に帰って「ヤギにさわった、ヤギにさわっ

た、ヤギにさわれた、ヤギにさわれた」と喜んで報告し、やがて家に閉じこもるのをや

めて学校に行き始めたのでした。少年に一歩踏み出す勇気を与えたのは、フランチーズ

だったというのです。この他にも人の目には役に立たないけれど、その弱さを通して人

々を慰め、傷ついた人を助けた動物の話しが書かれています。私もいつも不思議に思う

ことがあります。それは人を心の奥深いところで助け、慰めるのは強い人ではなくて、

弱い存在である、ということです。

　渡部さんたちは名古屋の私たちのことも覚えて祈ってくださり、お祝い事があると石

焼パンを送って下さいました。いつも丁寧なお手紙を添えて。マザーテレサの言葉に、

「たいせつなのは、どれだけたくさんのことをしたかではなく、どれだけ心をこめたか

です。」があります。渡部さんの生き方はあたたかさと共に、私に反省を促します。彼

に接した人はみな自分が一番愛されたと思ったのではないでしょうか。私もその一人で

す。あれだけ誠実に接して下さったお心に、自分はどれだけ応えたろうかと後悔があり

ます。マザーテレサがこうも言っています。「あなたに出会った人がみな、最高の気分

になれるように、親切と慈しみを込めて人に接しなさい。あなたの愛が表情や眼差し、

微笑み、言葉にあらわれるようにするのです。」新しい年も神様の祝福が皆さまの上に

ありますように。
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小さなことに心をこめて　

理事長　島　しづ子



◆ 朝礼スタート！ ◆ 

１０月より愛実の会ではアシスタントによる朝の朝礼を開始しました。 

なかなか同じ職場で働いていても、部署が違うと声を掛け合う事が少なかったり、今日

はどのアシスタントが働いているか知らないまま、それぞれの業務が始まるとう傾向が

ありました。 

そこで、アシスタントのコミュニケーションを図る一環として、定例会で提案された朝

礼を実施することとなりました。朝きちんと顔と顔を合わせて挨拶をし、連絡事項や各

部署の動き等を聞くことで、活動場所は違っていても、同じ情報を共有することができ

るようになりました。 

朝９時から送迎が開始されるため、わずかな時間ではありますが、みんな共に働く仲間

として協力し合える為にも、今後も継続して行っていきたいと思います。 

 

 

 

◆ 歯科検診実施 ◆ 

 

９月８日に名古屋市港区歯科医師会の方々による、訪問歯科検診を実施いたしました。

この歯科検診は、障がい者デイセンター愛実のある、港区の障害者自立支援協議会より、

歯科医師や歯科衛生士の派遣をいただき、とり行うことができました。 

当日は衛生指導に音楽療法を取り入れていただき、大きな口をあけて歌を歌ったりして、

メンバーの多くも楽しく参加することができました。 

また、本番の検診では口の中を触られるのが苦手なメンバーもいて、いつもの口腔ケア

とは違い、頑なに拒否をするメンバーもいましたが、しっかりと口の中をチェックして

もらうことができました。 

メンバーの中には、障がいが重度であるが故に、数年歯科受診をしていない人もいまし

た。慣れた場所で診ていただけるこの検診は、メンバーにとってとてもありがたいもの

でした。 

またアシスタントにとっても、普段何気なしに 

行っている口腔ケアを見直す良い機会となり、 

スムーズに口腔ケアができないメンバーに対して 

の対処法を教えていただけるなど、とても有意義 

なものになりました。 

港区歯科医師会の方や港区障害者自立支援協議会の 

皆さんのおかげで検診を行うことができ、 

とても感謝しています。 
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＜メンバーの思い＞ 

「終わりなき旅」 
                        山下 純 

 Ｍｒ．Children の「終わりなき旅」 

疲れた時、いやなことがあった時、よく聴いている。 

この歌をきくと、「やってやるぞ！」という気持ちにいつもなれる。 
 

難しく考え出すと 結局すべてが嫌になって  

そっとそっと逃げ出したくなるけど 

 高ければ高い壁の方が 登った時 気持ちいいもんな  

まだ限界だなんて 認めちゃいないさ （2 番歌詞より） 

 

未来は自分から向かっていかなくても勝手に向かってくる。 

だからこの一瞬を大切にしていきたいと思う。 

 

いいことばかりじゃないけど、いやなことばかりでもない・・・。 

 

 

 

 

 

 

＜協力者の思い＞ 

「笑顔溢れる紙風船」 
木村華子 

 

紙風船にお世話になって、1 年とちょっとが過ぎました。この 1 年で、学校でも病院

でも経験出来ないような事を、人形劇・日々のデイを通して沢山経験させていただきま

した。 始めは、戸惑う事も多かったのですが、そんな私を笑顔で受け入れて下さった皆

さん。そんな優しい笑顔が溢れている、紙風船が大好きです。また、ご迷惑をおかけす

る事も多々ありましたが、 逆に支え気遣って下さった皆さん。そんな皆さんの優しさに

救われ、感謝の気持ちで一杯です。私事で、12 月で退職してしまいますが、これから

も皆さんのご活躍を願っています。ありがとうございました。 
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            わ     き   あ い  あ い 

           

                                   南  寿 樹 

「人はどんな時に笑うと思いますか」という問いに、私は（おもしろい漫才を見たとき）と心

で答えながら、頭には石黒寛さんとながたひとしさん（ひと組の役者）の顔が浮かんだ。 

教育講演会では珍しい落語家の笑福亭松枝（しょうし）さんを講師に迎えての公演中のことだ。 

彼は、人間観察の鋭い落語家ならではの切り口で「人間とは」という本質に迫っていく。 

人はどんな時に笑うか――学者に言わせれば次の４点だと言われていると紹介された。 

① 生理的な本能が満ち足りたとき「おいしいものを食べるとき人は自然に笑顔になる」 

② 努力が報われたとき「入学試験に合格した時に笑う」 

③ 疑問が解けたとき「コナンは謎を解いたときに笑う」 

④ 優越感を抱いたとき「お笑いは自虐ネタが多いが、聞けば多くの人は優越感で笑う」 

私の胸を打ったのが「この４つに共通して必要なものが安心感」という指摘。つまり人間は安

心感や、気持ちのゆとりがないと笑えないということだ。（これまで深く考えてこなかった） 

松枝さんは、「いない いない ばー」という赤ちゃんへのあやしを例にとり、（きっと次はバ

ーと顔が現れる）という見通しとそれを裏切らないあやしは一つの「ルール」、その「ルール」

があるところには安心感があり笑いは生まれると話を進めた。次にホワイトボードに大きな字

で「和気藹藹」と書き、日本の素敵な文化として紹介した。昔は大家族で３世代が同居するの

は当たり前で村社会で集まりも多い。そんなとき、大人たちが酒を酌み交わし笑い合っている

姿を見て、子どもたちは安心して遊びまわる―――この雰囲気が和気藹藹。 

松枝さんは「ドローシ・ローノルトの詩（アメリカンインディアンの教え）」を紹介してくれた。 

  子どもたちはこうして生き方を学びます（Children Learn What They Live） 

批判ばかりを受けて育った子は 非難ばかりします 

敵意に満ちた中で育った子は だれとでも戦います 

ひやかしを受けて育った子は はにかみ屋になります 

ねたみを受けて育った子は いつも悪いことをしているような気持ちになります 

心が寛大な人の中で育った子は 我慢強くなります 

励ましを受けて育った子は 自信を持ちます 

褒められる中で育った子は いつも感謝することを知ります 

公明正大な中で育った子は 正義心を持ちます 

思いやりのある中で育った子は 信仰心をもちます 

人に認められる中で育った子は 自分を大切にします 

仲間の愛の中で育った子は 世界に愛を見つけます 

―――安心感があふれる空間。これが子どもたちの人格形成に大きな影響を及ぼすと言う。 

とにかく、大人集団の和気藹藹とした環境そして安心感のある社会を創っていきたい。 
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２０１１年度 第２回、３回 定例会報告 
 

今年度定例会では、愛実の会の理念を振り返り、今後の取り組む課題として、 

「地域とのつながり」「コミュニケーションの重視」という理念に掲げられた内の 

二つの目標に着目して、何ができるのかを話し合ってきました。 

 第２回～３回の定例会では、特にコミュニケーションの重視（信頼関係）を作って

いくための具体的な方法やイベントの取り組みなど多くの意見が出され、現在下記の

通り進められています。 

 

★ ＮＰО法人愛実の会発足（２００７年）から、２０１２年１月で５周年を迎えま

す。それに伴い、５周年の記念イベントの開催を決定。 時期は来期５月以降。 

 

話し合われた内容 

・定例会（愛実の会正会員）が中心となり、記念イベント実行委員会を立ち上げる。 

・今までの歩みを振り返り、愛実の会の原点を見つめ直して行くことが大切。 

・愛実の会の将来について、希望や不安を語り合っていく場を作っていこう。 

・定例会が愛実の会の将来について、主体的に考えて行く存在になろう。 

・イベントを通して、みんなで楽しく目標を共有化していこう。 

・メンバーやアシスタント、ご家族の方々みんなで集まれる会にしていこう。 

・アクションを起こし、記憶に残る会にしていきたい。 

・愛実の会を訪問することが楽しいと思えるような場を作っていきたい。 

 

 その他、いろいろな意見が出されましたが、定例会も新たに一人ひとりが正会員 

（愛実の会のサポーター）としての意識・会の在り方（役割）が見えてきたように思

います。 課題は多くありますが、ますます愛実の会がみんなの願いによって大きく

成長していけることを心から願います。 
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「小窓から」 13 

              大野義徳 

 私たちの普段の生活でも、寒い時や暑い時に外出するのは億劫だ。先延ばしできる用

事ならば、外出を別の日にするかもしれない。その気になればいつでも出かけられるか

らだ。 

さて、愛実のメンバーたちは、ほぼ皆さん外出が大好きだ。買い物や遊びなど楽しい

目的ならもちろんのこと、単なる散歩でもそうだ。認知症などで自室から出たがらない

ご老人の話など聞く中、メンバーのその意欲は、うれしいものだ。でも私が愛実に勤め

るまでは、閉じこもりがちな障がい者って多いのかな、と勝手に考えていた。外へ出る

と、時には無遠慮に見ていく人もいる。そういうのは嫌だろう、と思っていた。 

しかしメンバーの思いは、それを些細なことにしてしまうほど強いようだ。重い障が

いを持つメンバーにとって、外出はいつでも好きな時にできるものではない。ヘルパー

の手配が必要だし、自身の体調も崩しやすい。メンバーにとって外出の条件が整ってい

る時は、まさに貴重な時なのだ。安易に「次」は期待できないかもしれない。時間の重

みが健常者とは違う、とも言えるだろう。 

また、メンバーが外へ出て行くことで、広く社会にメンバーの存在を示す役割もあろ

う。「街は、あなた方健常者だけのものじゃないんだ、重い障がいのある私たちのもの

でもあるんだよ」、と言わんばかりに。これが皆にとって住みよい社会環境を作ってい

くきっかけの一つになると信じている。 
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寄付金・賛助会費納入のお願い 

愛実の会の活動に長い間ご協力頂き、感謝申し上げます。 

愛実の会は、これまで行政から補助がない分野についても、皆様からのご寄付や賛助金

によって幅広い活動や手厚い介助を行なうことが出来ました。 

今後も引き続きご協力下さいます様お願いいたします。 

 

主な目的は以下の通りです。 

① 移転に伴う借入金返済 年 650 万円（7 年） 

② マンツーマン体制の維持のために正職員を 2 名増員しました。 

③ 紙風船の人形劇活動の充実のために＝紙風船夢づくり  

 今年度は 500 万円を目標に募集しています。現在は 275 万円のご協力を頂きました。 

 




